
報告者 MICHIKO

●山行目的　 ●山行形態

●山行期間　　 天　候 晴れ

ＣＬ MICHIKO ＳＬ 一般

●準備段階での問題点とその対策

●コースタイム

26日　峠の茶屋P10:00→避難小屋11:00→茶臼岳12:00→沼原分岐13:00→三斗小屋
14:10 27日三斗小屋7:00→隠居倉8:40→熊見曽根9:20→朝日岳9:45→避難小屋→茶臼
岳11:35～1150→避難小屋→峠の茶屋P13:15

●現地の状況及び感想その他

26日都内のラッシュ前に出発したので、那須まで東北道を順調に走る。歩き初めの
登山道は、緩やかでとても心地良い。リンドウ、トリカブトの紫、ナナカマドが大量の
赤い実を付け、彩っている。山頂は、登る途中からガスが立ち込めてきた。避難小
屋に到着して、茶臼岳山頂は明日にしようと決め、歩き出したが、三斗小屋へ下る
分岐を見逃し、上へと登ってしまいそのまま山頂を目指す。時々、硫黄臭い匂いが
する。ガスに包まれた山頂からの眺望は、全くなく、すぐ下山にかかる。避難小屋が
見える付近でスルーした登山道が分かるようになった。予定のコースを変更して短
いルートで三斗小屋へ向かうことにした。到着した三斗小屋は煙草屋旅館の看板
がかかっていた。名物の温泉は3ヶ所もあり、私は露天風呂を選ぶ。温泉はとても気
持ち良く長い時間楽しんだ。　27日　気持ちの良い朝を迎えた。小屋の上に源泉が
あり音を立て、湯気が立ち昇る。三本槍岳はガスの中で、パスして朝日岳の後に展
望の良い茶臼岳に再度、登ることにした。今回初の急登があったが、尾根まで登る
と展望を楽しむことができ、人の姿も目視できた。朝日岳は岩山で、安全のための
鎖が続いていた。北アルプス気分を楽しむ。今日は土曜日で晴天もあり、狭い登山
道は登山者で渋滞した。避難小屋は多くの人でいっぱいだった。茶臼岳も渋滞した
が、視界は良く、昨日はガスで分からなかった山頂のお釜巡りは、周遊する人の行
列が続いている。広い山頂で、昨日ガスで見えなかった展望を、充分楽しみ下山し
た。最後の登山道は走って下山した原因は那須連山はトイレがなく、初めて登った
山で分からず困った。次は紙オムツを持参するようにと指示があった。（笑）

●事故の有無（有の場合その詳しい状況と原因、対策）

９月２６日～２７日

●メンバー

山行報告

●山  名 那須連山（茶臼岳、三本槍岳、朝日岳） 山　域
栃木県那須
連山

山を楽しむ 一般登山道


